
詩 3 ッ 
                  露古 

 

 

 

春の日 
 

女は振り向きざまに微笑む 

すべてが絶望的に合致していた 

 

春の日 

僕はこの女の顔を焼こうと思った 

 

 

 

              赤と黒 
 

赤と黒の幾何学模様の美しい絨毯の上で罪らしい言葉をひたすら積み上げてまるでお前の

ようだとか言うのは単なる午後の遊戯に過ぎないと思っているんでね 

 

服を脱いでくれよ 

ヤらしいことをしたいんだ 

 

 

 

ふわりの春 
 

ふわり、指が宙に浮く 

まるで春のようだ 

 

あなたの春のようだ 


